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特
集
求人・求職活動の実態と支援
マッチングを高めるために必要なこと

日本的な雇用慣行がゆれる中、就職、転職･再就職を希望す
る求職者の就職行動と、有為な人材を確保したい企業側の採
用行動はどのように変化しているのか。雇用情勢が好転基調
にあるとはいえ、双方が求めるニーズや条件、適性などの相
違がマッチングを円滑に進めることができない一因になって
いる。労働市場の流動化により、求職者には自己理解を深め
る一方、能力や興味などの特性を正しく理解させる支援もこ
れまで以上に重要になる。本号では当機構の研究成果等を中
心に、求職者の活動の特徴や実態、また就職支援にどういっ
たことが求められるのかを特集する。
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日
本
経
済
は
、
二
〇
〇
二
年
を
底
と
し
て

景
気
回
復
に
転
じ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
は
有
効
求
人
倍
率
が

一
倍
を
超
え
る
な
ど
、
労
働
市
場
は
大
都
市

圏
を
中
心
と
し
て
人
手
不
足
の
状
況
に
転
換

し
て
き
て
い
る
。
人
手
不
足
が
顕
在
化
し
た

労
働
市
場
で
は
、
求
人
と
求
職
が
共
に
増
加

し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
求
人
の
充
足
率
と
求
職
者
の
就
職

率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
求
職
者
が
い
か
な

る
求
職
活
動
を
し
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
欲

し
が
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
と
共
に
、

企
業
が
ど
の
様
な
人
材
を
求
め
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
、
そ
れ
ら
を
求
職
者
、
職
業
紹

介
機
関
や
求
人
企
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
求
職
者
が
求

め
る
職
業
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
分
析
を
試
み

て
い
る
。分

析
対
象
者
の
属
性

1本
稿
が
分
析
対
象
と
し
て
い
る
求
職

者
は
、
東
京
労
働
局
管
内
の
新
宿
、

池
袋
、
墨
田
、
大
森
、
足
立
の
五
つ
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
来
所
し
た
求
職
者
と
、
来
春
卒

業
予
定
の
大
学
四
年
生
で
あ
る
。
ま
ず
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
職
者
一
一
七
四
人
の
属
性
を

見
る
と
、
年
齢
構
成
は
特
に
偏
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
各
年
齢
層
に
分
散
し
て
い
る
。
二

九
歳
以
下
と
六
〇
歳
以
上
が
二
割
を
下
回
っ

て
い
る
以
外
は
、
各
年
齢
階
層
に
二
〇
％
台

で
分
布
し
て
い
る
（
図
表
１
）。

　

な
お
、
調
査
対
象
者
の
学
歴
構
成
を
み
る

と
、
最
も
多
い
の
は
「
高
校
卒
」（
三
六
・
五

％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
大
卒
」（
三
三
・
一

％
）、「
専
修
・
各
種
学
校
卒
」（
一
一
・
一
％
）、

「
短
大
卒
」（
九
・
二

％
）、「
中
学
卒
」（
五
・

〇
％
）、「
高
専
卒
」

（
二
・
三
％
）、「
大

学
院
卒
」（
一
・
二
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
首

都
圏
と
い
う
地
域
特

性
を
反
映
し
た
た
め

か
、
高
学
歴
者
の
占

め
る
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

不
足
・
改

善
対
象
の

求
人
情
報

2ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

求
職
者
が
、

求
人
情
報
と
し
て
不

足
し
て
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
改
善
し
て

ほ
し
い
こ
と
の
有
無

を
見
る
と
、「
な
か
っ

た
」
が
五
三
・
六
％
、

「
あ
っ
た
」が
四
六
・

四
％
と
な
っ
て
お
り
、

約
半
数
の
求
職
者
が
求
人
情
報
の
不
足
・
改

善
を
望
ん
で
い
る
。

　

で
は
、
不
足
・
改
善
対
象
の
求
人
情
報
は
、

ど
の
様
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
回

答
率
が
高
い
の
は
、「
担
当
す
る
仕
事
の
具
体

的
内
容
」（
四
六
・
六
％
）
で
あ
り
、
次
い
で

「
月
給
、
賞
与
な
ど
報
酬
の
具
体
的
内
容
」

（
二
八
・
六
％
）、「
求
人
企
業

の
採
用
者
数
や
離
職
者
数
の

動
向
」（
二
八
・
三
％
）、「
必
要

な
経
験
、
技
術
、
資
格
の
具

体
的
内
容
」（
二
七
・
六
％
）、

「
不
採
用
に
な
っ
た
理
由
」（
二

七
・
二
％
）、「
残
業
、
休
日
出
勤
、

夜
勤
等
の
有
無
」（
二
〇
・
八

％
）、「
服
装
、
髪
型
、
雰
囲
気

と
い
っ
た
職
場
情
報
」（
一
五
・

五
％
）、「
企
業
の
事
業
内
容
や

将
来
展
望
」（
一
五
・
二
％
）、

「
経
営
者
の
人
柄
に
関
す
る

情
報
」（
一
三
・
一
％
）、「
経
営

方
針
に
関
す
る
情
報
」（
一
〇
・

七
％
）、「
協
調
性
や
人
柄
と
い

っ
た
人
物
像
の
具
体
的
内

容
」（
九
・
六
％
）、「
昇
給
や
昇

進
の
具
体
的
内
容
」（
九
・
六

％
）、「
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
関
す
る
情
報
」（
八
・
八

％
）、「
定
年
延
長
や
再
雇
用
制

度
の
情
報
」（
八
・
三
％
）、「
転

勤
の
有
無
、
勤
務
地
の
情
報
」（
六
・
七
％
）、

「
育
児
休
業
制
度
の
有
無
や
取
得
状
況
」（
六
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
求
人
情
報
と
し
て
不
足

し
て
い
た
も
の
や
改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
う

も
の
は
、
仕
事
の
具
体
的
内
容
、
給
与
、
経

験
・
技
術
・
資
格
と
い
っ
た
基
本
的
情
報
に

関
す
る
よ
り
詳
細
な
内
容
に
加
え
て
、
求
人

企
業
の
採
用
・
離
職
動
向
に
関
す
る
情
報
、

残
業
等
の
勤
務
実
態
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
職

場
の
雰
囲
気
、
経
営
者
の
人
柄
、
育
児
休
業

と
い
っ
た
多
様
な
情
報
の
入
手
を
希
望
し
て

い
る
。

　

労
働
市
場
の
需
給
関
係
が
好
転
し
た
結
果
、

求
職
者
は
企
業
選
考
に
際
し
て
、
基
本
的
な

求
職
情
報
ニ
ー
ズ 

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
統
括
研
究
員　

伊
藤　
　

実

求
め
ら
れ
る
多
様
な

関
連
職
業
情
報

合計（人） 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
合　計 1,174 15.0 26.1 21.0 25.7 12.3
男　性 627 9.7 21.1 23.1 29.2 16.9
女　性 547 21.0 31.8 18.5 21.8 6.9
資料出所：労働政策研究・研修機構「ハローワーク来所者の求職行動に関する調査」近刊

図表１　ハローワーク求職者の男女・年齢別構成 （％）
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担当する仕事の具体的内容

月給、賞与など

求人企業の採用者・離職者数の動向

必要とされる経験、技術、資格など

不採用になった理由

残業、休日出勤、夜勤など

服装、髪型、雰囲気など

企業の事業内容や将来展望

経営者の人柄

経営方針

協調性や人柄といった人物像

昇給や昇進

入社後のキャリア形成

定年延長や再雇用制度の情報

転勤、勤務地の情報

育児休業制度の有無や取得状況

％

図表２　不足・改善対象の求人情報

資料出所：図表１と同じ
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労
働
条
件
に
加
え
て
、
求
人
企
業
の
職
場
実

態
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

な
様
々
な
情
報
を
求
め
て
い
る
。
働
き
や
す

い
職
場
か
否
か
を
判
断
す
る
情
報
と
し
て
採

用
・
離
職
者
数
の
動
向
を
求
め
て
お
り
、
出

入
り
の
激
し
い
会
社
は
敬
遠
す
る
の
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
、
不
採
用
理
由
に
つ
い
て
も
ニ
ー
ズ

が
高
く
、「
今
回
は
ご
縁
が
な
か
っ
た
」
と
い

っ
た
曖
昧
な
情
報
を
も
ら
っ
て
も
、
後
の
求

職
活
動
に
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
が
介
在
し
た
職
業
紹
介
な
ら
ば
、

不
採
用
理
由
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
そ
の

後
の
就
職
活
動
に
役
立
つ
の
で
、
可
能
な
限

り
実
行
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

自
己
ア
ピ
ー
ル
の
内
容

3採
用
選
考
の
最
終
段
階
で
待
ち
受
け

て
い
る
の
は
面
接
で
あ
る
。
面
接

で
は
求
職
者
の
人
物
像
が
総
合
的
に
判
断
さ

れ
る
た
め
、
求
職
者
は
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
を
自
己
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

面
接
を
受
け
た
求
職
者
の
中
で
、
自
己
ア

ピ
ー
ル
を
「
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
」
者
は

四
二
・
四
％
、「
控
え
め
お
こ
な
っ
た
」
者
が

四
〇
・
〇
％
、「
特
に
し
な
か
っ
た
」
者
が
一

七
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
積
極
的

に
お
こ
な
っ
た
」
者
の
割
合
は
、
男
性
が
四

五
・
〇
％
、
女
性
が
三
八
・
四
％
と
な
っ
て

お
り
、
女
性
の
方
が
や
や
消
極
的
な
求
職
者

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
様
な
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
回
答
率
が

高
い
の
は
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
仕
事

内
容
や
職
種
」（
七
四
・
八
％
）
で
あ
り
、

次
い
で
「
そ
の
会
社
で
働
き
た
い
と
い
う

熱
意
、
や
る
気
」（
三
九
・
一
％
）、「
真
面

目
で
一
生
懸
命
働
く
性
格
」（
三
五
・
一
％
）、

「
協
調
性
の
あ
る
性
格
・
人
柄
」（
二
八
・

一
％
）、「
こ
れ
ま
で
に
勤
め
た
企
業
の
こ

と
」（
二
四
・
四
％
）、「
体
力
、
忍
耐
力
が

あ
る
こ
と
」（
二
〇
・
五
％
）、「
専
門
的
な

知
識
や
技
術
の
高
さ
」（
一
七
・
八
％
）、「
難

し
い
仕
事
に
対
す
る
挑
戦
心
」（
一
四
・
七

％
）、「
資
格
や
免
許
、
語
学
力
」（
一
三
・

二
％
）、「
採
用
さ
れ
た
ら
達
成
で
き
そ
う

な
成
果
」（
八
・
七
％
）、「
仕
事
上
の
成
功

体
験
」（
六
・
八
％
）、「
仕
事
に
お
け
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」（
四
・
八
％
）、「
管
理
能

力
の
高
さ
」（
四
・
一
％
）、「
新
規
事
業
や

業
務
改
革
を
遂
行
す
る
革
新
力
」（
三
・
七

％
）、「
紹
介
者
と
の
関
係
、
コ
ネ
」（
一
・

七
％
）、「
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
顔

の
広
さ
」（
一
・
六
％
）
と
な
っ
て

い
る
（
図
表
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
験
し
た
仕
事

内
容
、
熱
意
、
性
格
と
い
っ
た
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
求
職

者
は
多
い
が
、
専
門
性
や
指
導
力
、

管
理
能
力
と
い
っ
た
職
業
能
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
求
職
者
は
少

な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

る
。
熱
意
、
性
格
と
い
っ
た
人
物

像
を
判
断
で
き
る
も
の
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
が
、
専
門
・
技
術
職
な
ど

を
中
心
と
し
て
、
職
業
能
力
の
ア

ピ
ー
ル
を
よ
り
強
く
行
う
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

大
学
卒
業
予
定
者

が
欲
し
が
る
企
業

情
報

4と
こ
ろ
で
、

就
職
活

動
に
奔
走
す
る
大

学
生
は
、
就
職
先

と
し
て
選
ぼ
う
と

し
て
い
る
企
業
に

対
し
て
、
ど
の
様

な
情
報
を
欲
し
が

っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

図
表
４
は
、
学

生
が
企
業
に
公
開

し
て
欲
し
い
情
報

を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
最
も
回

答
率
が
高
か
っ
た

の
は
「
面
接
・
選

考
の
ポ
イ
ン
ト
」

図表４　公開して欲しい企業情報（複数回答）

資料出所：毎日コミュニケーションズ「08卒　モニターアンケート１月」

面接・選考のポイント

残業や休日出勤の割合

何が理由（ポイント）で入社を決めたか

25、30、35歳賃金

今後力を入れる事業

入社１年以内の離職率

辞めたいと思ったことがあるか、またその理由

平均勤続年数

産休や育休制度の利用率

女性社員の比率（男女比）

ボーナスの実績（平均）

人間の上下関係

女性採用数のうち総合職採用の人数

女性の管理職数

既婚率

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
%

図表３　面接で自己アピールしたこと（複数回答）

資料出所：図表１と同じ
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新規事業や業務改革を遂行する革新力

紹介者との関係、コネ

ネットワークや顔の広さ

その他
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（
五
七
・
〇
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
残
業

や
休
日
出
勤
の
割
合
」（
五
三
・
〇
％
）、「
何

が
理
由（
ポ
イ
ン
ト
）で
入
社
を
決
め
た
か
」

（
五
二
・
〇
％
）、「
二
五
、
三
〇
、
三
五
歳

賃
金
」（
四
九
・
五
％
）、「
今
後
力
を
入
れ
る

事
業
」（
四
五
・
〇
％
）、「
入
社
一
年
以
内
の

離
職
率
」（
四
三
・
〇
％
）、「
辞
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
理
由
」（
四

二
・
〇
％
）、「
平
均
勤
続
年
数
」（
四
一
・
〇
％
）、

「
産
休
や
育
休
制
度
の
利
用
率
」（
三
九
・
五

％
）
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
が
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
担
当
者
か
ら
い

か
な
る
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
を
垣
間
見
え
て
、
大
変
興
味
深
い
調
査
結

果
で
あ
る
。「
面
接
・
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
関
し
て
は
、
採
用
選
考
に
つ
い
て
手
の
内

を
公
開
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
ど
こ
ま
で
開

示
す
る
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
企

業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
欲
し
い
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
は
あ
る
。

　

ま
た
、「
何
が
理
由
（
ポ
イ
ン
ト
）
で
入
社

を
決
め
た
か
」
や
「
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
理
由
」
と
い
っ
た

情
報
は
、
学
生
が
会
社
説
明
会
に
派
遣
さ
れ

た
先
輩
の
体
験
談
か
ら
、
企
業
を
判
断
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
企
業
と
し
て
は
、

派
遣
す
る
セ
ミ
ナ
ー
担
当
者
の
人
選
が
、
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
う
っ
か
り
会
社
に

対
す
る
親
和
性
の
薄
い
、
あ
る
い
は
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
ー
の
低
い
社
員
を
担
当
者
に
す
る
と
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
企
業
情
報
を
提
供
し
て
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。
最
近
の
大
学
生
は
印
象
で

物
事
を
判
断
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
う
か
つ
な
情
報
提
供
が
思
わ
ぬ
結

果
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
他
に
学
生
が
欲
し
が
っ
て
い
る
情
報

と
し
て
、「
残
業
や
休
日
出
勤
の
割
合
」、「
今

後
力
を
入
れ
る
事
業
」、「
入
社
一
年
以
内
の

離
職
率
」、「
平
均
勤
続
年
数
」、「
二
五
、
三
〇
、

三
五
歳
賃
金
」、「
産
休
や
育
休
制
度
の
利
用

率
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
数
値
化

し
て
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
も
あ
る
。

学
生
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
そ
の
企
業
が

「
働
き
や
す
い
会
社
か
」、「
居
心
地
の
良
い

会
社
か
」
を
判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

企
業
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
、
で
き
る
だ
け

学
生
の
要
望
に
応
え
て
開
示
し
た
方
が
、
よ

り
優
秀
な
人
材
の
採
用
可
能
性
が
高
ま
る
は

ず
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

や
社
会
的
認
知
度
に
お
い
て
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
中
小
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
積
極
的
に
開
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

採
用
の
可
能
性
が
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
公
開
し
て

も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
経
営
状
態
の
企

業
に
限
ら
れ
る
が
。

キ
ャ
リ
ア
戦
略
の

必
要
性

5
　

以
上
の
よ
う
に
、
中
途
採
用
に
臨
む
求
職

者
に
し
ろ
新
規
学
卒
者
に
し
ろ
、
仕
事
内
容

や
賃
金
等
の
基
本
的
な
求
人
情
報
に
加
え
て
、

職
場
や
仕
事
の
実
態
を
よ
り
具
体
的
に
把
握

で
き
そ
う
な
多
様
な
関
連
職
業
情
報
を
望
ん

で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
職
業
情
報

が
紙
媒
体
の
時
代
か
ら
ネ
ッ
ト
情
報
に
移
り

つ
つ
あ
る
現
在
、
職
業
情
報
は
量
的
に
も
質

的
に
も
飛
躍
的
に
拡
大
・
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
求
人
と
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
よ
り

効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
双
方
の
実
情
を

伝
え
る
情
報
を
可
能
な
限
り
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

だ
が
、
ネ
ッ
ト
情
報
は
参
考
に
は
な
る
が
、

就
職
や
採
用
を
最
終
的
に
決
定
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
ま
で
は
提
供
で
き
な
い
。
求
職

者
や
企
業
は
、
本
来
、
複
雑
な
ア
ナ
ロ
グ
情

報
の
固
ま
り
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
よ

っ
て
選
別
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
に
は
限

界
が
あ
る
。
最
後
は
「
採
用
し
て
働
か
せ
て

み
な
い
と
」
あ
る
い
は
「
入
社
し
て
働
い
て

み
な
い
と
」
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
確
実
性

が
付
き
ま
と
う
。
求
人
と
求
職
の
マ
ッ
チ
ン

グ
効
率
を
高
め
る
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
有

効
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
面
接
、
会
社
説
明
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
紹
介
予
定
派
遣
と
い
っ
た
機
会
で
得

ら
れ
る
ア
ナ
ロ
グ
情
報
も
加
え
て
、
総
合
的

に
判
断
し
て
決
め
る
と
い
っ
た
「
カ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
が
決
め
手
と
な
る
。

　

な
お
、
求
職
者
の
「
カ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と

は
、
氾
濫
す
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
選
別
す
る

能
力
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
は
本
人
の
キ
ャ
リ

ア
戦
略
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
戦
略
と
は
、「
職

業
と
し
て
何
を
や
り
た
い
の
か
、
そ
れ
を
実

現
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
会
社
が
向
い
て

い
る
の
か
、
目
指
す
会
社
は
採
用
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
、
正

確
に
で
は
な
く
論
理
的
に
考
え
る
能
力
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
能
力
が
欠
落
し
て
い
る
と
、

氾
濫
す
る
情
報
に
溺
れ
て
し
ま
い
、
職
業
・

会
社
選
択
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
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